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冬期特別展「賢治がみつめた石と星」開催中
1月13日（月祝）まで

↑幼いころから石や星が好きだった宮沢賢治は、地質学を専門的に学び、その知識を作品に多く盛り込みました。本展示では、「銀
河鉄道の夜」をはじめ、宮沢賢治作品に登場する様々な石や天体、そして作品のモチーフになった彼の故郷・岩手の自然について
展示しています。実物を実際に見ることで、賢治の描いた幻想世界「イーハトーブ」をさらに深く知ることができるでしょう。

↑石と星と銘打ってはいますが、化石や生物資料も数多く展示しています。 ↑賢治の帽子とマントを着て記念撮影もできます。
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日　時：2019 年 12 月21日（土）　19:00 ～20:20　／　12 月22日 (日 )　17:00 ～18:20
観覧料：200 円（18歳未満 65歳以上は無料）
　　　　※65歳以上の方は年齢のわかるものをご用意ください。
定　員：60人（応募多数時抽選）
申　込：往復はがき、または電子メール（muse-event@city.hiratsuka.kanagawa.jp）に行事名・氏名・
　　　　住所・電話番号・希望日を記入して申し込み。12 月 9日必着（メールの場合は同日中）。

冬期特別展　関連行事
♦特別展展示解説
　日時：12月1日（日）／12月26日（木）／1月5日（日）  
             各13:00 ～13:45　　
　場所：特別展示室　　　
　参加：自由
♦星を見る会「賢治が愛した星たちを見よう」
　日時：12月20日（金）　19:00 ～20:30　
　場所：科学教室・屋上　　　
　参加：自由

プラネタリウムの星空や映像を背景に、宮沢賢治の作品を聴いてみませんか？
宮沢賢治の作品を書き下ろしの物語でつなぐ、たいせつなひとを想う聖夜のおはなし…
どうぞご期待ください。

◆朗読予定作品：　「よだかの星（抜粋）」「シグナルとシグナレス（抜粋）」「銀河鉄道の夜（抜粋）」
　　　　　　　 　  「春と修羅」「永訣の朝」ほか

♦講演会「宮沢賢治の描いた宇宙」
　講師：渡部 潤一 氏（国立天文台 副台長・教授）
　日時：12月1日（日）15:30 ～17:00　　　
　場所：講堂　参加：自由　定員：70 名 ( 先着順 )
♦プラネタリウム特別投影「銀河鉄道の夜」
　日時：12月7日（土）、8日（日）、14日（土）、15日（日）、
　　　   25日（水）、26日（木）、1月5日（日）、12日（日）
　　　   各15:30 ～ ( 所要時間 45分 )

　場所：プラネ　　定員：70 名　　観覧料：200 円　　　

プラネタリウム朗読　聖夜のおくりもの

新着資料展2　－自然－新着資料展2　－自然－　　
11月30日（土）～12 月26日（木）11月30日（土）～12 月26日（木）　1階 寄贈品コーナー　1階 寄贈品コーナー

　博物館には毎年のように新しい資料が収蔵されます。中には、
市民の皆さんよりご寄贈いただいた資料も数多く含まれていま
す。本展示では、昨年度に新たに博物館に加わった天文・生物
地質分野の資料を紹介します。

＜展示予定資料（一部）＞
天文：太陽黒点スケッチ、天体観察会会員撮影の天体写真・流星・
　　  人工衛星の動画
生物：野鳥写真、カタツムリ標本
地質：【加藤邦明氏寄贈】鉱物
　　　【宇野夏樹氏寄贈】鉱物、化石
　　　【海洋研究開発機構寄贈】熱水噴出孔模型

加藤邦明氏より寄贈いただいた水晶付き黄鉄鉱（北
海道　豊羽鉱山産）。この他にも数多くの鉱物資料を
ご寄贈いただいた。
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   申　込 : 往復はがき、または電子メールmuse-event@hiratsuka.kanagawa.jp に
　　　　  行事名・氏名・学年・住所・電話番号を記入してお申込みください。　
   締　切：12 月 17 日 ( 火 )  当日消印有効、メールの場合は同日中。
　※個別回のお申し込みはできません。
　※応募者多数の場合は抽選、年内に結果をお知らせいたします。

　　全 3回前

全３回連続講座
15：30 ～16：45

博物館３階プラネタリウム
申込制･定員 40 名
中学生～一般対象
参加費全３回 600 円

(各回ごとに 200 円徴収 )

第１回
１月１１日(土)

第２回
１月１９日(日)

第３回
２月 ２日(日)

●まずは感じてみよう ドーム映像の魅力
　講師：鳫 宏道（ガン ヒロミチ )氏  
　　　  元平塚市博物館館長、国際科学映像祭実行委員

●ドーム空間で描く科学映像の新視点　HAYABUSAで描きたかったこと
　講師：上坂浩光（コウサカ ヒロミツ )氏 
　　　  映画監督、フルドームCGクリエイター、有限会社ライブ代表取締役

●アートとしてのドーム空間　没入感が生み出す時間と身体 
　講師：飯田将茂（イイダ マサシゲ )氏 
　　　   映像作家

最新の映像表現技術である「ドーム映像」の魅力をプラネタリウムで体感します。
プロジェクターが更新されて、より映像が明るくクリアなりました！

体験学習体験学習　　お飾りをつくろうお飾りをつくろう
参加者募集！

お正月やお飾りの意味を
学び、オシメの切り方を
習い、今年の稲わらで
一文飾り、輪飾り、そし
て玄関飾りをつくります。
手作りのお飾りでお正月
を迎えてみませんか。

12月22日（日）午前10 時 30 分～午後4時　会場 博物館講堂　 ◆申込方法◆
往復はがき、または電子メー
ル muse-event@hiratsuka .
kanagawa.jp に、行事名・住所・
氏名・電話番号を記入し、12 月
12日（木）＜消印有効＞までに
お申込ください。家族は1枚のハ
ガキに連名可。参加費無料。定
員 30 名。応募多数の場合は抽
選の上、参加の場合も数量を限
定させていただきます。昨年の参加者のみなさま

　年の瀬にすみません。残すところ2回になりま
した、館長の星空解説です。
　おおみそかの夜空の星座を初日の出まで、プラ
ネタリウムで眺めましょう（プラネタリウム室内なので
凍死の心配はございませんが、寒いギャグには、くれぐ

れもご注意ください）。

●日　時：12月28日（土）15時 30 分（所要 60 分）
●解　説：澤村泰彦（当館館長）
●観覧料：200 円
　（18歳未満・65歳以上無料）
　   ※ 65歳以上の方は年齢を確認
　     できるものをご用意ください。
●定　員：70 名

星空の年末星空の年末★★
館長の星空解説（冬）プラネタリウム特別投影
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※予定は変更になる場合があります

☆ ： プラネタリウム投影日　　○ : 申込制行事　　　◎ : 参加自由　　　無印 : 年間会員制☆ ： プラネタリウム投影日　　○ : 申込制行事　　　◎ : 参加自由　　　無印 : 年間会員制

プ ： プラネタリウム一般投影　特 ：特別展　寄 ：寄贈品コーナー展示　情 ： 情報コーナー展示プ ： プラネタリウム一般投影　特 ：特別展　寄 ：寄贈品コーナー展示　情 ：情報コーナー展示

12月の休館日：2日、9日、16日、23日、
　　　　 29日、30日、31日

　

■特別展 （会場 ： 平塚市博物館１階特別展示室）

　「賢治がみつめた石と星」1月13日(月祝)まで　1頁参照
■寄贈品コーナー展示　（会場 ： 平塚市博物館１階寄贈品コーナー）

　「新着資料展2　自然」12月26日(木)まで　2頁参照　
■情報コーナー展示　（会場 ： 平塚市博物館2階情報コーナー）

　 「高校生が一から調べた秦野の歴史～大藤氏・矢倉沢往還～」1月11日(土)まで　

【12月の展示】

　

　　　　　　
○定員：70名　観覧料：200円（18歳未満・65歳以上無料）　
○観覧者全員が揃ってから観覧券をお求めのうえ、投影開始10分前までに  
　３階にお越しください。
○全席自由席です。　○投影開始後のご入場・途中退出はできません。
○65歳以上の方は年齢を確認できるものをご用意ください。
☆プラネタリウム一般向け番組「賢治がみつめた星空」（所要50分）
　投影日時：1月5日（日）までの土・日曜日
　　　　　　 午前11時（第2・第4土曜日を除く）、午後2時
☆プラネタリウム幼児向け投影「すいせいゴエモンの冒険」（所要50分）
　投影日時：12月14日（土）、28日（土）　午前11時
☆プラネタリウム特別投影「銀河鉄道の夜」（所要45分）　　
　投影日時：12月7日（土）8日（日）、14日（土）、15日（日）、25日（水）、
　　　　　　 26日（木）、1月5日（日）、12日（日）      午後3時30分
☆プラネタリウム特別投影「星空散歩」（所要50分）
　投影日時：1月4日（土）　午後3時30分
☆プラネタリウム特別投影   「館長の星空解説」（所要60分）　3頁参照
　投影日時：12月28日（土）　午後3時30分
☆プラネタリウム朗読劇「聖夜のおくりもの」（所要80分、申込制）　2頁参照
　投影日時：12月21日（土）の午後7時、12月22日（日）　午後5時
　　　備考：12月9日までにお申し込み下さい。　　　

【12月のプラネタリウム】

◎考古学入門講座「古墳の視点」
　内容：第3回　古墳の終焉と大化の改新　
　日時：12月21日（土）午前10時～午前11時30分(開場は午前9時30分)　　　
　会場：講堂　　参加：自由・無料　　定員：50名(先着順)

【12月の行事】

プ 特 寄 情
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平塚の古代を学ぶ会 科学教室
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◎ 特別展展示解説 特別展示室

◎ 特別展講演会 講堂
2 月 休館
3 火
4 水
5 木 展示解説ボランティアの会 特別研究室
6 金 古文書講読会 講堂
7 土 東国史跡踏査団 講堂 ☆

8 日
地球科学野外ゼミ 科学教室

☆
天体観察会　定例会 講堂

9 月 休館
10 火
11 水

12 木
古代生活実験室 科学教室
石仏を調べる会 講堂

13 金
古文書講読会 講堂
お囃子研究会 講堂

14 土 ○ イーハトーブの宝石図鑑を作ろう 科学教室 ☆
15 日 天体観察会　天文学分科会 特別研究室 ☆
16 月 休館
17 火 天体観察会　太陽分科会 特別研究室

18 水
裏打ちの会 科学教室
民俗探訪会 講堂

19 木 展示解説ボランティアの会 特別研究室

20 金
古文書講読会 講堂
聞き書きの会 特別研究室

◎ 星を見る会 科学教室／屋上

21 土

○ プラネタリウム朗読 プラネ

☆
◎ 考古学入門講座 講堂
地域史研究ゼミ 特別研究室
平塚の空襲と戦災を記録する会 特別研究室
平塚学講座 科学教室

22 日

○ プラネタリウム朗読 プラネ

☆
○ 体験学習「お飾りを作ろう」 講堂
生き物ズームプロジェクト 特別研究室
天体観察会　流星分科会 特別研究室

23 月 休館
24 火
25 水 ☆
26 木 ◎ 特別展展示解説 特別展示室 ☆
27 金

28 土
お囃子研究会 講堂

☆
◎ 館長の星空解説 プラネ

29 日 年末年始休館
30 月 年末年始休館
31 火 年末年始休館
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5 日 ◎ 特別展展示解説 特別展示室 ☆
6 月 休館
7 火
8 水
9 木 古代生活実験室 科学教室

10 金
古文書講読会 講堂
お囃子研究会 講堂

11 土
地球科学野外ゼミ 科学教室
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○ プラネタリウムの現在進行形 プラネ

12 日
平塚の古代を学ぶ会 科学教室

☆
天体観察会　天文学分科会 特別研究室

13 月
14 火 休館

15 水
裏打ちの会 科学教室
民俗探訪会 講堂

16 木 展示解説ボランティアの会 特別研究室

17 金
古文書講読会 講堂

◎ 星を見る会 科学教室／屋上

18 土

東国史跡踏査団 講堂（雨天）

☆
地域史研究ゼミ 特別研究室
平塚の空襲と戦災を記録する会 特別研究室

◎ 星空音楽館 プラネ

19 日

生き物ズームプロジェクト 特別研究室

☆
天体観察会　定例会 講堂
天体観察会　太陽分科会 科学教室

○ プラネタリウムの現在進行形 プラネ
20 月 休館
21 火
22 水 民俗探訪会 講堂
23 木 石仏を調べる会 講堂

24 金
古文書講読会 講堂
聞き書きの会 特別研究室

◎ 星を見る会 科学教室／屋上

25 土
○ 相模川流域ジオツアー 野外

☆お囃子研究会 講堂
天体観察会　流星分科会 特別研究室

26 日
◎ 郷土史入門講座 講堂

☆
○ スターリーテラー inプラネタリウム プラネ

27 月 休館
28 火 天体観察会　太陽分科会 特別研究室
29 水
30 木
31 金 月末休館日
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２
0


